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論 文 内 容 の 要 旨 
 
申請論文は、介護支援専門員がアセスメントにおいて行う家族およびボランティアなどのイン
フォーマル・サポートに関する情報把握に焦点をあて、その実践に関する構造とその実践を向上
させる関連要因を明らかにしている。本論文は、序章ならびに第 1 章から第 4 章、終章で構成さ
れている。序章では、研究背景ならびに問題の所在についての整理を行い、研究目的の設定が行
われている。第 1 章では、アセスメントにおけるインフォーマル・サポートの情報把握に関する
文献研究を行い、アセスメントにおける情報把握に関する論点整理を行っている。第 2 章では、
インフォーマル・サポートの情報把握に関する介護支援専門員の自己効力感についての分析を行
っている。分析の結果、アセスメントにおいてインフォーマル・サポートに関する適切な情報把
握を行っている介護支援専門員は、支援時においてインフォーマル・サポートを適切に活用でき
るという自信（自己効力感）を有していることが明らかとなった。第 3 章では、介護支援専門員
によるインフォーマル・サポートについての情報把握に関する自己評価の分析を行っている。分
析の結果、インフォーマル・サポートの中でも、「家族」に関する情報把握が介護支援専門員によ
りよく行われていることが明らかとなった。第 4章では、介護支援専門員によるインフォーマル・
サポートの必要性に関する認識の度合いとインフォーマル・サポートに関する情報把握の程度と
の関連性についての分析を行っている。その結果、両者の間に有意な正の関連が示され、インフ
ォーマル・サポートの必要性を十分認識している介護支援専門員は、インフォーマル・サポート
の状況について適切なアセスメントを行うために、さまざまなインフォーマル・サポート源に関
する情報把握を行っていることが明らかとなった。終章では、各章の要約、および、介護支援専
門員のインフォーマル・サポートに関する情報把握力を向上させるための方策についての提言が
なされている。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
申請論文では、ケアマネジメントのアセスメントにおける情報把握に関するさまざまな議論が
整理され、介護支援専門員がアセスメントにおいて行うインフォーマル・サポートに関する情報
把握についての実践内容に関する構造とその実践を向上させる関連要因が明らかにされている。
分析手法においては、因子分析や重回帰分析が用いられ、精緻な分析がなされている。また、分
析結果からケアマネジメントの質を向上させるための重要な提言もなされている。具体的には、
ケアマネジメントにおけるインフォーマル・サポートの重要性を再認識させていくために、介護
支援専門員に対する研修会において、インフォーマル・サポートの重要性が十分に理解できるよ
うな事例検討会の設定が提案されている。また、「家族」を要援護高齢者のサポート源とするだけ
でなく、援助対象者ともなりうるという認識が情報把握においては重要であることが明らかとな
ったため、「家族」の情報把握における留意点に関する研修の重要性を指摘し、そのことがアセス
メントの質の向上につながると提言されている。そして、本研究で得られた知見は、今後のケア
マネジメント実践の向上に役立つ具体的な実践的含意を示すものであり、本論文でなされた提言
は示唆に富んだ提言である。これらの点で本論文は高く評価することができる。慎重に審査を行
った結果、本審査委員会は申請論文が博士（学術）の学位を授与するに値するものであると認め
た。 
